〔巻頭言〕埼玉県立大学の特殊性を踏まえた研究支援に向けて by 萱場 一則
 巻 頭 言 
埼玉県立大学の特殊性を踏まえた研究支援に向けて 
 
埼玉県立大学 学長 
萱場 一則 
 
研究開発センターの２年目は、昨年度からの開始されたセンタープロジェクト研究とともに、研究分野が異なる二
人の専任研究員と研究支援スタッフが加入し、外部資金による新規研究も開始されました。また教員のための新たな
研究支援体制がとられるに至りました。 
 研究は知識生産活動ですが、近年、その方法や様式には様々な提案がされています。その一例ですが、M. Gibbons
らは科学研究などの知識生産の様式（モード）をモード１とモード２へ類型化しました。モード１は我々が科学研究
と聞くと最初に思い浮かべる、あるいはそれが唯一無二と思い込んでしまいがちな、既に確立された研究分野や方法
論を基盤とした学術領域disciplineに立脚した知識生産活動です。これに対して、モード２は、Gibbonsの著作や横
断型基幹科学技術研究団体連合のホームページを参考にすると、個別の研究領域や研究方法論に依存しない、領域越
境型transdisciplinaryの科学であり、実世界と深い関連をもつ問題を発見し、その解決をめざす智の統合と社会的
価値の創出の活動、といえそうです。CEA Winslowによる公衆衛生学の古典的な定義（１９２０年）は“the science 
and art”ですが、モード２はこのartに近似するかも知れません。多くの理系の学術集会で行われるstate of the art 
lecture は、“最先端の情報提供”と訳されたりしますが、これには既存の学術領域の知見を統合し、新しい分野を
開く、というモード２に通じる含意も感じられます。 
 埼玉県立大学の教員は様々な研究を行っています。その中では、専門職連携や医療介護の連携、住民の健康増進関
連行動の改善など、現場の疑問から派生した研究課題を多く取り上げています。これらはまさにモード２の概念が適
合する課題です。これらは、ともすれば、従来、モード１の視点からは学術研究としての科学的妥当性に疑問が投げ
かけられることもあります。しかしながら公立大学として、地域の保健医療福祉をはじめとする様々な課題の解決に
貢献するためにはモード２の研究を発展させていくことが重要なことは言うまでもありません。ところで、モード１
とモード２は互いに排他的な関係ではありません。モード２の基盤にはモード１に代表される学術領域が必要ですし、
モード１の発展にモード２が寄与もします。 
これらの本学の特殊性を踏まえ、研究開発センターは本学教員が実施する多様な研究を支援し、発展させる重要な
任務があります。そのためにはセンターには広い視野で研究を俯瞰し、適切な評価を下しうる能力がますます期待さ
れています。 
 
 
